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VISION

ひらめきとモノづくりで、世界中に新たな感動を

MISSION

ファンとアーティストの “ありがとう” をつなぐ



会社紹介
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モバイルゲーム事業 コンテンツプランニング事業

オンラインコミュニケーションアプリ



Agenda

● マネージドサービスの活用

● マイクロサービス

● Google Cloud を選択して良かったこと
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マネージドサービスの活用



開発時間を捻出

● 複数のゲームタイトルを運用中
○ エンジニアリソースをそこまで割くことができない

● 多くのサービスを開発する予定がある
○ 環境構築の手間は減らしたい

● マイクロサービスのノウハウを蓄積する時間を確保したい
○ 10ANTZ では初めてのマイクロサービスということもあり、試行錯誤する時間が欲しい
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マネージドサービスの活用



開発時間を捻出

● Compute
○ Kubernetes Engine

● Database
○ Cloud SQL(MySQL)
○ Cloud Memorystore(Redis)
○ Cloud Firestore(native mode) 

● Operations
○ Cloud Logging
○ Cloud Monitoring
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マネージドサービスの活用



IaC は Deployment Manager を採用
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マネージドサービスの活用



IaC は Deployment Manager を採用
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マネージドサービスの活用



IaC は Deployment Manager を採用
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フルマネージドサービスの活用



VPC Network

サーバ構成
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フルマネージドサービスの活用

Cloud Load 
Balancing

Kubernetes 
Engine

Memorystore

Cloud SQL

Firestore

Cloud 
Monitoring

Cloud Logging



マイクロサービス



Istio を利用した Service Mesh
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マイクロサービス

Cloud Load 
Balancing

プライベートクラスタ

Micro Service
Kubernetes

Istio Ingressgateway
Kubernetes

Micro Service
Kubernetes

Micro Service
Kubernetes

Cloud NAT インターネット



Istio を利用した Service Mesh
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マイクロサービス



L7レイヤーの外部ロードバランサーを構築する
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マイクロサービス

Cloud Load 
Balancing

プライベートクラスタ
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Kubernetes
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Kubernetes
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Kubernetes
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Kubernetes
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L7レイヤーの外部ロードバランサーを構築する
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マイクロサービス

● ManagedCertificate



L7レイヤーの外部ロードバランサーを構築する
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マイクロサービス

● BackendConfig



L7レイヤーの外部ロードバランサーを構築する

18

マイクロサービス

● Ingress



L7レイヤーの外部ロードバランサーを構築する
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マイクロサービス



マルチテナント構成
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マイクロサービス

● Google Cloud プロジェクトを分けるか？
○ サーバ費用はオンラインコミュニケーションアプリとは別で計上したい

○ 一部機能はデータ含め共通化したい

結論: Google Cloud プロジェクトを分ける



マルチテナント構成
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マイクロサービス

● どうやって一部機能を共通化するか
○ 同じコンテナをデプロイする？

■ Container Registry は Cloud Storage の Read 権限を持ったサービスアカウントを利用
すれば問題ない

■ デプロイ先の管理コストが増える

○ Cloud SQL / Cloud Memorystore への接続は？
■ VPC ネットワークが異なる状態



マルチテナント構成（理想）
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マイクロサービス

Cloud Load 
Balancing

プライベートクラスタ

User Service
Kubernetes

Istio Ingressgateway
Kubernetes

プロジェクト A

https://bar.10antz.jp/user/get/1

Cloud Load 
Balancing

プライベートクラスタ

Istio Ingressgateway
Kubernetes

プロジェクト B

https://foo.10antz.jp/user/get/1

Cloud SQL



マルチクラスタサービスメッシュ
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マイクロサービス



マルチクラスタサービスメッシュ
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マイクロサービス

Cloud Load 
Balancing

プライベートクラスタ

User Service
Kubernetes

Istio Ingressgateway
Kubernetes

プロジェクト A

https://bar.10antz.jp/user/get/1

Cloud Load 
Balancing

プライベートクラスタ

Istio Ingressgateway
Kubernetes

プロジェクト B

https://foo.10antz.jp/user/get/1

Cloud SQL

Frontend
Kubernetes



マルチクラスタサービスメッシュ
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マイクロサービス

プライベートクラスタ

Istio Ingressgateway

プロジェクト B

Frontend kube-dns

① user.{namespace}.global:{port}

Istio Core DNS

② .global ドメインなので Core DNS に転送

③ ServiceEntry を使用して名前解決

プロジェクト A

Istio Ingressgateway

プライベートクラスタ

④ {External IP}:15443 (mTLS) 



マルチクラスタサービスメッシュ
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マイクロサービス

Istio CoreDNS の Cluster IP



注意点
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マイクロサービス

● Istio v1.7 系からこのソリューションが使えなくなっていた
○ https://github.com/istio/istio/issues/26990
○ Istio v1.7 で、このソリューションのテストが十分にされていなかったみたい



Google Cloud を選択して良かったこと



簡単に利用できるマネージドサービス

29

Google Cloud を選択して良かったこと

● マネージドサービスを利用して簡単にマイクロサービスの環境を作れる
○ 少ない人数でもインフラ構築に費やすコストを削減することができた

○ モニタリング、ロギングが Cloud Monitoring / Cloud Logging に統合されているため開発時
の不具合調査が楽だった

○ Deployment Manager を利用すれば同じ環境をすぐに作成できた

結果的に、開発者はサービス開発に時間を費やすことができた



デベロッパーに親切
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Google Cloud を選択して良かったこと

● デベロッパーに寄り添ってくれる
○ Google Cloud はドキュメントが豊富
○ アーキテクチャ相談やGoogle Cloud の製品についての質問にすぐに回答してくれる
○ 事例やブログとあわせて、「E.G.G. Japan （ゲーム業界向け特別トレーニング）への招待」

● 積極的にセミナーや勉強会に招待してくれる
○ パートナー企業が開催してるハンズオントレーニングを紹介してくれる

○ 今回のアーキテクチャで参考になる過去の Cloud OnAir を探してくれた

営業の方やカスタマーエンジニアの方が親身になって相談に乗ってくれる



● 開発に専念できる環境作りを行い、時間を確保した
○ Cloud SQL / Cloud Memorystore といったマネージドサービスを利用

■ インフラ管理コストの削減

○ Cloud Monitoring / Cloud Logging の活用
■ 運用・監視ツールの導入コスト削減

○ Deployment Manager を利用した環境構築
■ インフラ環境構築の手間を削減

● GKE を利用したマイクロサービス
○ GKE とOSS の Istio を利用するだけで、簡単にマイクロサービスを体感できる
○ GKEには Network Endpoint Group があり、External LB から直接 pod にバランシング可能

まとめ
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今後の展望
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● Anthos Service Mesh の利用
○ 今回 Istio を利用していたが、Anthos Service Mesh に切り替えることを検討

■ コントロールプレーンが分離されてGoogle の管理となる
● Istio のバージョンアップでマルチクラスタ設定が使えなくなる、
といった事がなくなるので期待

■ Service Mesh の可視化

● Cloud Spanner の利用
○ 書き込み分散

○ node のスケーラビリティ
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We are Hiring!!


